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研究要旨 
2013 年 1 月，国内で初めて重症熱性血小板減少症候群（SFTS）の患者が発生し，2015

年 3 月までに 110 名の患者（うち 32 名が死亡）が報告されている．これまでの調査で，

複数種のマダニからウイルス遺伝子が検出され，遺伝子陽性マダニは全国に分布するこ

と，ウイルス抗体価の高い野生動物が存在することなどが明らかになったが，SFTS ウイ

ルスの感染環は依然として不明である．SFTS 感染が多いと予想される 5 月にマダニ相調

査を行った．2013 昨年 10 月に行った予備的調査から，調査実施者の技術の優劣は，本法

にはほとんど影響しないことが確認されたため，マダニの生息数の多い地域，マダニの種

構成が全国規模で比較した． 
2013 年は 10 月～11 月に国内 24 都道府県下の，それぞれマダニと人との接触が予想さ

れる環境で調査を行った結果，北海道ではヤマトマダニのみが採集され，本州と九州地方

ではキチマダニが優先種であったが，それ以外に本州ではオオトゲチマダニ，九州ではタ

カサゴチマダニが多く捕集されることが判明した．また，隣接した調査地であっても，採

集数や種構成が大きく異なる地域があることも明らかになった．2014 年は，4 月下旬から

5 月上旬にかけて，昨年秋とほぼ同じ地点とさらに 3 府県と 28 地点を追加し，合計 27 都

道府県下の 82 地点を調査地点とした．その結果，全国的に昨年秋よりも本年春の捕集数

は多く，フタトゲチマダニの捕集数が多調査地点で多いことが示唆された． 

A. 研究目的 
国内において，マダニ媒介性感染症は日本

紅斑熱やライム病がよく知られており，その

流行地にあっては，マダニの捕獲調査は熱心

に行われてきている．しかし，それらの調査

は主に病原体の検出を目標とした調査であ

るため，捕集方法は統一されていないことが

多かった．そこで我々は，まず捕集方法を統

一し，国内のなるべく多くの地域でマダニを

採取した．具体的には，調査地 1 カ所につき
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一人 30 分間のフランネル法でマダニを捕集

し，生息密度や種構成を全国的に評価した．

SFTS とマダニの関連性を探るためには，患

者発生が多いと推定される 5 月に調査を行

うことが重要であるが，まず，予備的な調査

を 2013年 10月下旬から 11月上旬にかけて，

国内 24 都道府県において，それぞれマダニ

と人との接触が予想される環境を想定し，合

計 55 地点を選定した．予備的調査から，調

査実施者の技術の優劣は，本法にはほとんど

影響しないことが確認されたため，マダニの

生息数の多い地域，マダニの種構成が全国規

模で比較できると考えた． 
 
B. 研究方法 

2013 年は 10 月下旬から 11 月上旬にかけ

て，調査地 1 か所につき一人 30 分間のフラ

ンネル法によりマダニを捕集した．国内 24
都道府県において，それぞれマダニと人との

接触が予想される環境を想定し，合計 55 地

点を選定した．  
2014 年は 4 月下旬から 5 月上旬にかけて，

昨年秋とほぼ同じ地点とさらに 3 府県と 28
地点を追加し，合計 27 都道府県下の 82 地点

を調査地点とした． 
調査地の温度・湿度を測定し，野生動物の

存在等も含めた周辺の環境情報をできるだ

け多く入手することを心がけた．捕集された

マダニは，外部形態により種の同定を行い集

計した． 
 
C. 研究結果 
1. マダニ相の比較 
1) 2013 年 10～11 月の調査（図 1 上） 
北海道における調査は、本州との気温差を

考慮して 9 月 26 日に実施したが，帯広市近

郊の調査地で捕集されたマダニはすべてヤ

マトマダニであった．一方，本州と九州地方

における優先種はキチマダニであったが，オ

オトゲチマダニが多い地点や，タカサゴチマ

ダニが多い地点が確認された．総捕集数を比

較すると，広島県の 1 地点（65 頭/人/30 分），

神奈川県の 2 地点（45 頭，34 頭）と続き，

この時期のマダニの生息数が多い地域であ

ると考えられた．  
福島県，千葉県，石川県，三重県，広島県，

長崎県および鹿児島県の調査地でも一人当

たり平均 20 頭以上が捕集され，マダニの生

息密度が比較的高い地域であると推察され

た．三重県志摩半島では，合計 6 地点の調査

地の一人当たりの捕集数は 5～26 頭とばら

つき，キチマダニよりもオオトゲマダニが多

い地点，ヒゲナガチマダニが生息する地点が

あった．山口県下の 2 調査地は，入江を挟ん

で数キロ以内の距離しか離れていないにも

かかわらず，一方ではキチマダニが優先種で

あったが，他方ではアカコッコマダニが半数

を超えて捕集されるなど，調査地間の距離に

関わらず，マダニ捕集数や種構成が大きく異

なることも明らかになった． 
 

2) 2014 年 4～5 月の調査（図 1 下） 
前年と同様の理由で，北海道での調査は 6

月 4 日に実施した．帯広市で捕集されたマダ

ニは，昨年同様にすべてヤマトマダニあった

が，総捕集数は一人 30 分で昨年秋よりも有

意に高い捕集数であった（120 頭・40 頭）．

キチマダニは昨年秋と同様に国内に広範で

捕集されたが，フタトゲチマダニが優先種と

なり，かつ捕集数が非常に多い地点が確認さ

れた．本調査で，春の捕集数は秋より 2 倍以

上も多いこと，秋はキチマダニが優占種であ

り，春はフタトゲチマダニが優占種となる地

点が多く，種構成もかなり異なることが明ら

かになった．  
 
3) 三重県におけるマダニ相の比較 
 三重県の調査地は，2012 年に過去最多の

51 名の日本紅斑熱の患者を記録し，7 年連続

で全国最多の患者数を記録した伊勢志摩地

域である．志摩半島の 6 地点で 2013 年 10
月 30 日と 2014 年 5 月 10 日の 2 回定点調査

を行った．秋の捕集数は少なく（5～26 頭/
人/30 分），オオトゲチマダニが優占種である
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地域が多かった．捕集数は少なかったが，す

べての地点でタカサゴキララマダニが捕集

されたことは興味深い．一方春は，37～86
頭と秋に比べてすべての地点で捕集数は多

く，種構成も明らかに異なりフタトゲチマダ

ニが優先種であった（37～85%）．また，こ

の時期にタカサゴキララマダニの個体数が

多い地域は他にはなく，捕集率の高い地点も

確認された（26.5%）． 
 
4) 鹿児島県におけるマダニ相の比較 

2013 年 6～8 月に，薩摩半島と大隅半島で

行った調査では，薩摩半島の 2 地点の一人

30 分当たりの捕集数は 15.7 頭、その 53%が

フタトゲチマダニであった．一方，大隅半島

の 2 地点では平均 18.5 頭と 29 頭，前者より

多数のマダニが捕集されたが，フタトゲチマ

ダニの割合は非常に低く（0%，3%），むし

ろタカサゴキララマダニ（51%，21%）やそ

の他の種（ヤマアラシチマダニやタカサゴチ

マダニ）の捕集数が多かった．鹿児島県では

これまでに，東部の大隅半島，西部の薩摩半

島のいずれの地域からもSFTSの患者発生が

報告されており，今回得られた結果からは、

SFTS ウイルスを媒介するマダニの種類は一

種類ではないと推察された．  
 
2. マダニの季節消長 
1) フタトゲチマダニの季節消長 

2013～2014 年の鹿児島県日置市における

定点調査では，フタトゲチマダニの若虫は 4
月から 6 月にかけて発生のピークがあり，7
～8 月に成虫が出現した．10 月初旬に若虫が

出現したが冬季は全く捕集されず，次に出現

したのは翌 2014 年の 2 月下旬であった．距

離的に遠く離れている神奈川県小田原市の

定点調査地の捕集数は鹿児島県に比べて非

常に少なく，春の出現時期が鹿児島県よりも

1 か月遅かったが，その消長はほぼ同じ傾向

を示していた．両地点において成虫の活動が

5～9 月に観察されたことから，フタトゲチ

マダニは夏型の季節消長を示す種類である

ことが確認された． 
 
2) キチマダニの季節消長 
鹿児島県日置市では，8～9 月の夏季に捕

集数が減少したものの，ほぼ 1 年中捕集され

た．特に成虫のピークは 2 月の初旬にあり，

若虫の消長も成虫とほぼ同じ傾向を示した．

一方，神奈川県では，若虫は 8 月を除きほぼ

一年中捕集されたが，成虫は 6～8 月にはほ

とんど見られず，2 月下旬からその発生数が

増加した．いずれの地域においても，キチマ

ダニは冬季に捕集数が多い種類であり，冬型

のマダニであると言える． 
 
D. 考察 
マダニの移動は，基本的には宿主である野

生動物の移動範囲に限られるため，比較的小

規模なホットスポットが存在すると考えら

れている．事実，今回の調査でも，近距離に

位置する調査地であっても，マダニの捕集数

や種構成に大きな差異が見られることが明

らかになった．また，季節が異なると種構成

が大きく異なることも明らかになった．この

結果は，マダニの SFTS 伝搬を考察するため

には，できるだけ患者発生地周辺で，時期も

考慮してマダニ調査を行う必要があること

を強く示唆するものである．しかし，現時点

では，地域や行政の協力が得られる場所はか

なり限られており，できるだけ多くの地域か

らマダニの基礎的情報を収集・蓄積し，情報

を公開していくことが，今，我々にできるこ

との一つである． 
本調査で，マダニの生息数の多い環境や種

類構成の異なる環境が明らかになった．今後

は，それら基礎情報に加え，野生動物の分布

や植生等の環境要因も考慮し，SFTS ウイル

スのヒトへの感染リスクを評価したいと考

えている．北欧では，30 年程前からノロジ

カの個体数が増加し，ダニ媒介性脳炎の患者

も増加してきた．地球温暖化が野生動物やマ

ダニ類の個体群密度の増加に関係している

との指摘もあるが，シカやイノシシ等の大型
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の哺乳動物は，マダニの繁殖や維持に必要な

吸血源として，主要な野生動物である．わが

国においても，ニホンジカやイノシシなどの

大型哺乳動物の個体数は急激な増加傾向に

あり，民家周辺に出現する事例も多くなって

きた．畑や水田の周囲にシカやイノシシ対策

の電気柵が張り巡らされ，囲い罠が設置され

ている風景もよく見かけるようになってき

た．事実，SFTS 患者はそのような環境下で

発生することが多い．これまで山奥で密かに

感染環を回していたウイルスが，環境変化や

温暖化，マダニとその宿主動物の分布域の拡

大などによって活動域が広がり，ヒトの生活

圏に侵入してきたのではないだろうか．現時

点では，有効な治療薬はなく，個人レベルで

ダニ刺咬を防ぐ以外に防除法はない．しかし，

マダニをむやみに恐れることはなく，草むら

があるところではできるだけ肌を露出しな

い，忌避剤を効果的に使用する等の基本的な

対策を取ることで身を守ることは可能であ

る．  
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E. 結論 
1) 2013 年 10 月～11 月，および 2014 年 5 月

に，調査地 1 か所につき、一人 30 分間のフ

ランネル法により捕集されたマダニの捕集

数と種構成を比較した． 
 
2) 調査実施者の技術の優劣は，本法にはほ

とんど影響しないことが確認された． 
 

3) 距離的に近い調査地であっても採集数や

種構成が異なり，季節によって種構成や捕集

数が異なる地点が多かった．  
 
4) これら基礎情報に加え、野生動物の分布

や植生等の環境要因も考慮し，SFTS ウイル

スのヒトへの感染リスクを評価することが

必要である． 
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野田伸一，小林睦生，林利彦，沢辺京子．鹿
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山内健生，渡辺護．富山県の市街地植生上で

採集したマダニ類．第 66 回日本衛生動物学

会大会，2014 年 3 月，岐阜市 
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沢辺京子，山内健生，橋本知幸，野田伸一，
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勝彦，鎮西康雄，佐藤智美，前川芳秀，林利
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佐藤智美，林利彦，前川芳秀，糸山享，沢辺

京子. 神奈川県厚木市におけるマダニ相お
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におけるマダニ捕集数および種構成
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